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平成２７年度　校区外部評価

学校評価表（最終まとめ）

   戸越台中学校

【学校評価表の作成および評価に当たっての留意事項】

○各学校では、それぞれの項目ごとに「本校の基本的な考え方」を記入してください。
　各学校で評価指標を設定してください。その際は、各学校の重点的な取組と関連させて

　評価指標を設定をしてください。なお、必要に応じて行を増やしていただいてかまいません。

○校区外部評価委員による外部評価委員会が開催される前に、学校は、自己評価結果
　（取り組みの状況や変化等）について、必ず説明をしてください。

　（校区外部評価委員は、その説明と実際に自分が見た学校の状況等により、評価します。）

【校区外部評価委員の皆様へ】
☆評価をする際には、実際に授業等を見た内容だけでなく、学校が説明した内容、
　聞き取った内容も十分に参考にしてください。従いまして、評価のために必要と
　思われる　情報や資料につきましては、遠慮なく学校に御請求くださいますよう

　お願いいたします。



校区外部評価委員
による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価

についての
教職員の意見

校長の
態度表明

①

Ａ  1
Ｂ12
Ｃ  3
D  0

・十分に活用させられ
なかった。
・学習のプロセスを活
用しているが、８０％
を超えていない。

・十分に活用できていない原因は現場で把握できて
いるか。生徒自身が将来を見据えて学習を考えて
取り組んでいるかではないかと思います。
・ＯＥＣＤの調査では日本の教員は主体的な学びを
引き出すことに対して自信が低く、「生徒が課題や
学級の活動にＩＣＴを用いる」指導実践を頻繁に行う
教員の割合が参加国の中で最下位であった。なの
で、まずはＩＣＴの活用に当たり、教員が多大な興味
を示し、経験した感動を、生徒に伝えてほしい。
・Ｂ８０％以上までには至っていないようですが、先
生方はよく努力されていると思います。

・教員の活用について「学習の
プロセス」「学習サイクル構成
シート」それぞれ70％であった。
実技教科など実施しづらい教科
もあるが、教員の意識も少し低く
なってきているようにも思える。
「学習のプロセス」「学習サイク
ル構成シート」「習熟度段階表な
どどの程度生徒が活用している
かを確認する機会を設けたい。

学力の向上と定着に向け
て、学習方法と学習習慣を
定着させるために「学習サイ
クル」という考えを導入し、
「学習サイクル構成シート」
「習熟度段階表」、さらには
家庭学習と家庭生活を確認
するために「生活・学習の記
録ノート」を導入したが、何を
どのように指導していくこと
が「学習のサイクル」つまり
「学習習慣」「学習方法」の
確立となるのかが徹底され
ていなかった。、基本的に
は、自分に合った学習にお
けるPDCAサイクルを、いか
に構築させていくかである。

②

Ａ  5
Ｂ  7
Ｃ  4
D  0

・自学への取組を工
夫した。教科の中でも
復習のポイントを意識
させ、取り組みやすい
ように工夫した。
・家庭学習が身に付
いた生徒とそうでない
生徒の落差が大き
い。
・60分が主流。
・毎日声掛けをしてい
る。
・毎日はできない。
・80%を超える実施率
には届いていない。

・予習をしてくること、出来ればその内容を箇条書き
で良いから書かせてくることは如何でしょうか。
・家庭学習は家で一人で学習するためなかなか難
しい面もあると思いますが、生徒自身が必要だとい
う思いを強く感じてゆくことが大事ではないかと思い
ます。
・家庭学習したことで理解力が高まったと感じるチャ
ンスや経験の増加を望みます。

・学習ノートの提出状況は、1年8
割、２年6割、3年4割であった。

生徒が自分の学習課題（学
習内容、学習方法、学習習
慣など）を把握し、PDCAサ
イクルで課題改善していくこ
とが、結果として学習方法や
学習習慣の確立となり、そ
れが学習時間の実施率とし
て見取ることができるのであ
る。生活・学習ノートを通じ
て、指導するべきことは何な
のかを確認し、徹底すること
が必要である。

③

Ａ  6
Ｂ  8
Ｃ  1
D  1

・まだ実施していない
・体育で書画カメラは
使っていない。

・聞かせるよりは見せる方が覚えやすいのでは。
・徐々に実施を多くすることでよい。
・生徒がカメラを利用して発表する等活用することの
意義や価値を感じるのではないかと思います。
・小学校ではほぼ毎日書画カメラが活用されてい
る。有効なのでぜひ活用してほしい。

・教科によって活用しやすい教
科とそうでない教科がある。ただ
工夫次第だと思うので今後も研
修を重ね有効活用していきた
い。
 ・単元により使用する時とそうで
ないときがあり、Ａが少なかっ
た。

書画カメラはツールであり、
その特徴を理解した上で、
単元や生徒の活動や理解を
考えて必要に応じ効果的に
使うことが必要である。むし
ろ、生徒が情報の共有と発
信に向け、表現の場面に使
えるような学習活動の設定
も考えたい。

④

Ａ  2
Ｂ  7
Ｃ  2
D  4

・都教職員研修セン
ターの課題アンケート
を１１月に１Ａ３５名の
抽出で実施したところ
学習したことがわかる
８８％学習することが
楽しい　８０％
・2，3学期に実施
・都研のアンケートで
７０％程度だった。
・まだ実施していない
４名。

・一応目的達成していると思います。
・概ね生徒たちが学習内容がわかっているので良
いが少しの生徒が残っているのが気になる。

・２学期末に全教員が実施した。 新規採用から本校１校目の
教員、中堅、ベテランとも、
自らの指導について反省
し、課題意識を持って、改善
していくためのモノである。
だから、チャレンジして指導
方法の改善や指導内容の
構造化と重点化を行ったと
きに、一時的に下がることも
ある。だからこそ、毎学期、
自らの指導力改善に向け
て、教師自らが率先垂範す
べきことである。

⑤

Ａ  1
Ｂ 12
Ｃ  2
D  0

・調査結果を基に指
導
内容の検討を行い、
既習事項を再度指導
した。

・復習のための重要ポイントを指示する。
・中間報告で現8年生だけのものとはせず一般的な
課題として他学年においても必要に応じて指導して
いくことに期待しています。
・部活と補習の指導を担任がやるのは大変だと思
う。外部指導員の導入も必要である。

・国数理社の4教科において、２
年生に限らず他学年も意識して
授業を行っていた。

定期考査の後、「試験を終え
て」という形で自己の指導の
課題と生徒の学習状況の課
題を見取り、指導内容の重
点化や復習や指導の改善を
行うように、年度途中から課
題として与えた。「絶対評価」
を行う以上、教師として当然
の取り組みであり、次年度
以降の必修課題である。

自己評価： A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

学校から

義務教育最終段階として、生徒のつまずきの発見と解消を進め、繰り返し学習や教授方法の工夫・改善等によりさまざまな策を講じて、基礎学力を定着させ
る。
①学習支援のための冊子、学習プロセスを活用する。生徒が目標を持ち、自ら進んで学習に取り組む態度を養う。各教科の単元終了時に行う「学習サイク
ル構成シート」を活用し、学習サイクルを習得させる。また、生徒自身に苦手とする学習内容を習熟度段階表で確認させることで、学習に対する目標をもた
せる。
②「生活・学習の記録ノート」を活用し、家庭での学習内容を把握するともに、家庭との連携を図ることで家庭学習を定着させる。
③視聴覚機器を有効活用し、ＩＣＴ教育の充実を図る。
④教員が進んで授業改善を行い、わかりやすい授業を行う。

評価項目1 基礎学力の定着

本校の基本的
な考え方

（特に身に付けさせ
たい力、

重点的な実践内容
など）

評価指標
（成果指標）

自己評価

学習のプロセ
スを理解し、
学習サイクル
構成シート、
習熟度段階
表を活用して
学習サイクル
を十分習得・
活用する生
徒を80％以
上にする。

家庭学習の
定着のため、
生活・学習の
記録ノート指
導を毎日行
い、7年70
分、8年80
分、9年90分
の家庭学習
の実施率を８
０％以上にす
る。

書画カメラの
活用を年間
指導計画に
位置付け、全
教科で実施
し、活用率９
割を目標とす
る。

学期末に生
徒に授業アン
ケートを実施
し、各教科８
０％以上の生
徒の肯定を
得る。

区学力定着
度調査を基
に復習が必
要な内容を8
年生の指導
に取り入れて
補充する。



評価項目２ 　社会性・人間性の育成

校区外部評価委員
による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価

についての
教職員の意見

校長の
態度表明

①

Ａ 17
Ｂ   0
Ｃ   0
D   0

・参加させている。
・積極的に参加してい
る生徒が増えていて
よい。

・戸越台中のよいところです・よくがんばってよい。
・積極的に参加している生徒が増えていることは戸
越台の環境教員の指導そして地域や家族の深い理
解があってのことと思います。
・戸越台中学校ならではの取組なので今後も引き続
き実施してほしい。
・よくやられています。

・各学年年1回戸越台ホームボ
ランティアを実施。夏休みのボラ
ンティアに53名、冬休みのボラ
ンティアに40名が参加した。生
徒の意識も高く多くの生徒が自
主的に参加している。異年齢者
と交流できる貴重な活動となっ
ている。

本校の特色ある教育活動で
あり、今後とも推進していく。
教育の成果として、どのよう
に生徒の変容として評価し
ていくかが課題である。

②

Ａ  9
Ｂ  8
Ｃ  0
D  0

今年度新たな試みと
して１２月に１，２年生
の部活動であいさつ
運動を朝実施した。

・マナーに関わる指導は１つか２つがよいかも。
・戸越台中学生はすなおでマナーあいさつはよくで
きている。
・社会の中で人が気持ちよく生活していくための振
る舞いを身に付けることはとても大切なことと思いま
す。価値観の違いはあれど中学校は人を思いやる
心を育てる大事な通過点。
・マナーアップ運動は地域にも広くしられていること
ころなのでこれからも継続してほしい。

・今年度は部活動、学年など活
動の機会を増やすなど、あいさ
つ運動に力を入れて取り組ん
だ。若干計画性に欠けるところ
があったように思う。来年度に向
けての課題と言える。

全体としての指導目標、指
導計画を作成して指導に当
たると共に、当該の学年ごと
に見え隠れする課題につい
ても、各学年ごとに課題改
善させていきたい。

③

Ａ 14
Ｂ  3
Ｃ  0
D  0

・ボランティアを募って
いる。

・地域との交流に努めてください。
・とてもよく理解して行事にも参加している。
・区民まつりでは生徒の表情がとてもいきいきして
いました。ブラスバンドの活動も素晴らしいです。地
区委員会中学生対象事業はゲームもちつきトン汁
など教員の方が他の支援もプラスされ地域とのふ
れあいがとてもすばらしかったです。
・スポーツトライアルの交流が今後期待される。

・1月に2年生の家庭科で保育園
実習を行った。今年度も第三地
区の区民まつりや運動会、戸越
銀座まつりなどに参加させてい
ただいた。教員も無理のないよ
う参加させていただき生徒の活
動をサポートしていきたい。

生徒同士の異年齢集団とし
ての活動は、生徒会、部活
動で、行事としては運動会、
合唱コンクールなどで今後も
意図的に行っていく。少子化
社会における子育て学習と
して保育園実習も同様であ
る。地域行事への参加につ
いては、新たなる工夫も必
要である。

自己評価： A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

本校の基本的
な考え方

（特に身に付けさせ
たい力、

重点的な実践内容
など）

各学年行事
に、マナーに
関わる3年間
の目標を設
定し、実践し
ている。

異年齢との交
流活動を計
画的に取り入
れ実践する。
また、生徒に
地域行事に
積極的に参
加させてい
る。

自己評価
評価指標

（取組指標）

学校から

各学年、年１
回以上戸越
台ホームでボ
ランティア活
動を実施す
る。また、長
期休業日の
ボランティア
活動にも参加
させている。

義務教育９年間を通した継続的な指導を行い、将来社会で貢献できる人材を育成するため、全領域で規範意識の定着、ふれあい教育、あいさつ運動、人と
しての在り方等を継続して指導する。
①特別養護老人ホーム併設という特殊性を活かし、交流活動、ボランティア活動を行う。また、高齢者との接し方を学ぶとともに、福祉活動に率先して参加
する態度を育てる。
②あいさつ運動とマナーアップ運動を実践することで、日常的に相手を思いやる行動がとれるようにする。また、運動会、宿泊行事等を通して、人とのかか
わり方や集団としての在り方を学ばせる。
③保育園、小学校、老人ホーム等での地域活動への参加を積極的に行うことで、異年齢者に対する理解や接し方を学び、共感しあえる態度を育てる。



評価項目３ 　小中一貫教育の推進

校区外部評価委員
による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価

についての
教職員の意見

校長の
態度表明

①

Ａ  7
Ｂ 10
Ｃ  0
D  0

・なかなか思うように
進まない。
・今年は英語（英検）
関係でよく連携してい
る。特に京陽とは、教
科の課題についても
よく話している。

・各校での学力向上マナーアップ生活指導への対
応が参考になると思う。
・小中一貫校との違いで分離校では難しさもあるか
と思います京陽小と宮前小の交流内容の相違が
少々気になった。英検関係での連携とはどんなこと
か。
・今後も小中共通の課題に取り組むようにしていき
たい
・宮前との研究は毎回ではないが戸越台中の先生
に協力を頂いている。宮前からまめに連絡をとって
いきたい。

・英検、漢検は3校で実施した。 今後の品川版コミュニティス
クール、特別支援教室の開
設を含めて、宮前小学校、
京陽小学校との連携強化は
もとより、学区域である戸越
小学校との連携も進めなが
ら、課題改善を進めていく必
要がある。

②

Ａ  7
Ｂ  9
Ｃ  1
D  0

・合同のあいさつ運動
を実施予定。

・特に近所の人との挨拶の実施・小学校の生徒はま
だ理解できてないと思う。他の人が声をかけても不
審に感じるのでは。
・小中一貫校（同じ箱）での実施ではないため大変
だと思いますが期待しています。
・良くやっていた。

・今年は京陽小とのマナーアッ
プがまだおこなえていないが担
当者が対応中です。

マナーアップも大切で、ま
た、教育目標の達成も大切
であるが、教育の原点とし
て、「世の中で通用する生
徒」の育成を第一に考えて
いく。ゆめゆめ「世の中に迷
惑をかける生徒」を放置して
はならない。

③

Ａ  6
Ｂ 11
Ｃ  0
D  0

・学校説明会等ある
が小中一貫教育の良
さについて説明が十
分なわけではない

・一貫教育は保護者自身が理解を深めるべき
・戸越台中を通して地域の方々が、小中一貫教育を
見たり触れたりすることは困難であると思われる
・保護者や地域に説明する前に教員同士が良さを
実感する必要がある。それがないと十分な説明は
できない
・良さに気づいてもらうのは難しいが努力されている

・以前のように連合作品展を
行っていないので成長のつなが
り等を見ていただく機会は少な
いが、吹奏楽部のクリスマスコン
サートなど良い効果を上げてい
る。中学校からの取組として学
習支援ボランティアでの活動も
継続している。

約２０校の小学校から集まっ
てくる本校は、ある意味で小
中一貫教育の恩恵で存立し
ている面がある。ただし、品
川版コミュニティスクールの
開始に向けては、本校の校
区を再認識し、新たなる学
校作りをしていく必要もあ
る。

自己評価： A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

評価項目４ 　保護者・地域との連携

校区外部評価委員
による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価

についての
教職員の意見

校長の
態度表明

①

Ａ  9
Ｂ  7
Ｃ  1
D  0

・各教員が担当校を
決めて参加している。
全教員での参加は難
しいが、参加できる行
事については参加し
ている。

・可能な限りどこか1か所でも参加してもらうようにす
る。
・中学教員は色々と忙しいので徐々に参加すれば
よい。
・小・中学生が地域の行事に参加しふれあっている
姿を目にすると地域の反応も高まり地域の活性化
にもつながると思います。
・良くやっていると思う。
・十分である。

・各学年分担して小学校行事
には伺っている。その情報共有
の場を更に深めていきたい。区
民まつりのボランティア、防災訓
練等積極的に参加しています。

引き続き担当教員を事業ご
とに決め、企画・運営の段階
から携わっていく。一方で、
今後の町会と町会の一員で
ある生徒の活動を考える際
には、学校が仲立ちとなる
のではない方法も検討して
いく必要がある。

②

Ａ 11
Ｂ  6
Ｃ  0
D  0

・事前に予定表を配布
し周知している。

・良い事である・案内書で知ることができる。
・運動会や合唱コンクール等地域の方々の評価が
とても高い学校公開では保護者の参観が少ない。
・よくやっています。

・土曜授業の１時間目に市民科
を入れるなど座学だけではなく
生徒の活動を見ていただけるよ
うにしている。百人一首大会で
は保護者にも読み手として参加
してもらった。

今後も引き続き堅持していく
が、ハッピーマンデイ制度に
伴う月曜日授業のカット時数
の復活に向け、土曜日に月
曜日の授業を行うなどの工
夫も必要である。

③

Ａ 13
Ｂ  3
Ｃ  1
D  0

他校に比べ、学校
ホームページが十分
に活用されていると
はいえない。
・学年だよりは週に１
度発行している。

・共働きの時代、学年だよりは重要。
・見る側もすくないかも。
・毎月届けていただいている学校だより等を見て学
校の様子など情報を得ています。また掲示物を通り
すがりの方が見ている光景を見かけることがありま
す。ホームページは見ることがほとんどありません
でした。
・近隣の学校にも配布したほうがよい。（連携校は特
に）

・学級だよりの定期発行に加え
担任が学級だよりを工夫してい
る。保護者にプリントを見せない
生徒もいるので返信欄を設けた
り、生活ノートに保護者のコメン
トを入れてもらったり情報発信の
対応をしている。

特別活動に関する生徒の活
躍や行事などは学年便り、
学級便りで、校長の考えや
緊急対応は保護者への通
知文で発信し、学校便りは２
～３号とする。学校情報誌
は復活させた。学校ＨＰは写
真の更新を進めていく。

自己評価： A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

小中一貫教育要領をもとに、「義務教育９年間を通して何を身につけさせていくのか」という視点で各教育活動を位置づけ、計画的に小中一貫教育を進め
る。
①基礎・基本の学力を確実に習得させていくために、小中学校共通の学力観、指導観に基づく継続的で一貫性のある指導を行い、児童・生徒のつまずきが
起きないように授業改善を行っていく。つまずきが発見された場合には、早期に原因を把握して、適切な手立てを講じてつまずきの解消を図る。
②社会の一員として必要な教養を身に付け、自らにふさわしい人生観を構築するための基礎として、戸越台中学校・京陽小学校・宮前小学校の３校で共通
の生活指導の取り組みを行う。
③生徒を小学校や地域での活動に参加させるとともに、小学生との交流授業を行い9年間通した人格形成を行う。

本校の基本的
な考え方

（重点的な取組内容
など）

評価指標
（取組指標）

京陽、宮前両
小学校との連
携推進協議
会を実施し、
課題を改善し
ている。

社会で必要
な教養を身に
着けるため、
３校で共通の
生活指導の
取り組みを
行っている。

評価指標
（取組指標）

学校から

学校から

自己評価

自己評価

本校の基本的
な考え方

（重点的な取組内容
など）

本校への支援に感謝し、また本校の教育目標を理解し協力してもらうために、保護者や地域に対して適切な情報発信をするとともに、保護者や地域の関係
者に学校の教育活動に積極的に参加してもらえるような仕組みを構築する。

①祭礼や防災訓練、地域フェスティバルなど地域で行われる行事に生徒・教職員が参加する体制を作り、またＰＴＡ活動への積極的な支援を行う。
②土曜授業日に学校公開を実施し、また市民科授業地区公開講座を土曜日に行うことで、保護者や地域の方々が参加しやすいようにする。
③学校だより、学校ＨＰ等により生徒の活動状況を伝えることで、学校への理解、協力を活発にする。

地域行事、連
携小学校の
行事は、全教
員で参加し、
連携を強化し
ている。

学校は、保護
者・地域に、
小中一貫教
育のよさを理
解してもらう
努力をしてい
る。

学校だより、
学校ＨＰ，学
年だより、学
級だより等を
利用し、学校
情報を積極
的に発信して
いる。

保護者、地域
の方が学校
行事に積極
的に参加して
もらえるよう
土曜授業を
活用してい



評価項目５ 　環境整備・美化

校区外部評価委員
による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価

についての
教職員の意見

校長の
態度表明

①

Ａ 15
Ｂ  1
Ｃ  0
D  0

・日常の点検を欠かさ
ず行い、不具合の箇所
は迅速に対応してい
る。

・安全確保に生徒からの意見も大事かも。
・良い。
・セキュリティーについてはありません。
・教員の皆様の取組がきちんとなされている。
・良くやっていると思う。

・玄関が施錠されている。登校
時も気を配り、より安全性を向上
させていきたい。

引き続き施設設備の確認と
補修改善を行っていく。

②

Ａ 12
Ｂ  4
Ｃ  1
D  0

生徒による清掃以外
に各教員が自主的に
清掃活動を行って校
内美化を維持してい
る。
・清掃道具、壁紙は
修繕が必要

・いつもよく実施されていると感じます。
・良い。
・廊下や階段がよく清掃されています。生徒の作品
等がとても見やすい。
・いつもきれいに清掃されている。
・環境整備がされている。

・清掃が行き届き、きれいな環
境を維持することは心の成長に
欠かせない事なので、これから
も気を抜かず行っていきたい。

掲示については、地域およ
び連携小学校などの掲示板
がないこともあるので、計画
を再構築し整備する。清掃
担当者の生徒および教職員
も、破損状況の確認、環境
整備の責任者の一員である
という自覚がやや低い。

③

Ａ  7
Ｂ 10
Ｃ  0
D  0

・教室の消灯確認、紙
のリサイクル、エコ
キャップ等の取組によ
る指導を行っている。

・わが国の食糧自給率４０％台原油は９０％台の輸
入など自覚してもらう。トイレの使用後の消灯の実
行、このことはとても大事なことと思っています。も
のを大切にする心、環境問題について思いを持つ
生徒は、人を思いやる心があり、社会力につながる
と思っています。

・ごみの分別やエコに対する意
識をさらに高めていきたい。

省資源、省エネルギーの取
り組みが目安となる具体的
な指標などが生徒への意識
付けとして掲示できるとい
い。

自己評価： A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

評価項目６　　いじめ防止に関する取組み

校区外部評価委員
による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価

についての
教職員の意見

校長の
態度表明

①

Ａ 16
Ｂ  1
Ｃ  0
D  0

・各学年と生活指導部
が
連携し、情報交換を密
にして予防、早期発見
に適切に取り組んでい
る。

・教室外でもなるべく声をかけてあげるよう努める。
・ほとんどＡ。しっかり取り組んでいることを知り、か
なりうれしく感じた。生徒の情報が告げ口にならない
ことがかなり重要なことなので、更なる配慮を望み
ます。
・いじめのうわさは聞かない。（実情はわからない
が）

・休み時間の教室や廊下の見守
りも強化していきます。アンケー
トに記されていることの重みを共
感し、大人の感覚だけで判断せ
ず心に寄り添う指導を継続して
いく。

組織的な対応として、生活ア
ンケートおよびそれに基づく
相談活動の実施、課題検討
委員会での情報共有と協
議、生活指導部からの回覧
板を使用した情報共有と対
応、関係諸機関との情報共
有に向けたサポート会議を
今後も行っていく。

②

Ａ  8
Ｂ  9
Ｃ  0
D  0

・市民科年間指導計画
に沿って、計画的に実
施している。

・良いと思います。
・アンケートが未然防止のための取組と受け止めて
います。市民科を中心にした指導はとてもいいと
思っています。

・行事に追われることなく要所要
所で市民科を通じて発達段階に
応じた指導を行う。

いじめ防止に向けた有言実
行を意図した意見発表を、
ふれあい月間の取り組みと
して実施していく。また、ＳＣ
の活用も含めて人間関係の
トラブル防止に向けて、市民
科で、生徒にアサーショント
レーニングや認知行動療法
の手法を取り入れた対応方
法を考えさせながら人間関
係調整力および自尊感情の
高揚をはかるソーシャルス
キルトレーニングを行ってい
く必要がある。

③

Ａ  9
Ｂ  6
Ｃ  2
D  0

・いじめ防止の取組
は、あいさつ運動の
み。
・児童生徒会役員懇
談会に向け、今年は
SNSの使用方法につ
いての実態把握と対
策を考えている。

・良いと思います。
・日々の授業、部活動など生徒と話す機会があるこ
とで、いろいろな形でいじめ防止をしては。
・ナイーブな問題なので、あいさつ運動はいい試み
だと思います。
・これからの取組だと思います。

・あいさつ運動が停滞しないよう
担当者のみに任せることなく
様々な視点から自治活動を支え
ていきたい。

東京ルールとのからみもあ
り、学校、生徒会、家庭で、
SNSなどの使い方について
のルール作りを次年度に向
けて進めていく。

自己評価： A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

学級を基盤として自他を尊重し思いやりの心を育む教育を行うとともに、生徒会活動などの自治活動や各行事を通して、互いの違いを認め合い、他と協力、
協調して目標を達成する生徒を育成する。またアンケートなど様々な手立てを活用して、生徒の状況をよく把握し、いじめの早期発見・早期対応に努める。
いじめへの対応及び生徒の指導に関しては、情報交換を密にし、常に全校体制であたる。
③いじめ撲滅実行委員会によるアンケートなどを活用し、いじめの早期発見・早期対応に努める。また、アンケート等による情報は、校内委員会、職員会議
で教職員に周知・情報共有し、全員態勢でいじめの対応にあたる。
②日常の教育活動を通して自他を尊重する生徒の育成を目指し、市民科授業を中心に学校生活全般を通していじめの予防に努める。
③生徒会役員会が中心となり、いじめ根絶に向けた活動を行う。また、各学年代表委員会や学級会等においていじめ等の情報を収集し早期発見、指導す
る。

自己評価
評価指標

（取組指標）

本校の基本的
な考え方

（重点的な取組内容
など）

生徒が安心して生活できる環境を作り、一人ひとりの生徒がのびのびと自己の伸長に向き合うことができる基盤とする。また社会の一員として、環境問題を
考え、自ら進んで３Ｒに努める姿勢を育成する。

①生徒の安全や健康に留意し、迅速な修理・修繕を行い生活しやすい環境を維持する。
②日常の清掃活動をしっかり行うとともに、「汚さない」指導を徹底して美化活動に力を入れ、よりよい学習環境を作る。
③生徒会を中心にエコキャップ回収運動を行う。また教室に古紙回収ＢＯＸを設置するなどリサイクルに努め、環境問題に関して自ら考え実践する姿勢を育
成する。

自己評価

学校から

学校から

学校は、常に
生徒の安全
に配慮し施
設・設備の整
備を行ってい
る。

学校は、生徒
に資源の大
切さや環境問
題について指
導している。

児童・生徒ア
ンケートや、
その他の取
組みを具体
的に実施して
早期発見に
努め、発見時
は組織的な
対応をしてい
る。

未然防止の
ために、発達
段階に応じた
指導を市民
科を中心に
行っている。

生徒の自治
活動を推進
し、生徒会役
員会を中心
にいじめ防止
の取組を行
い効果が出
ている。

本校の基本的
な考え方

評価指標
（取組指標）

学校は、ふさ
わしい環境
（掲示、清掃
等）を整える
努力をしてい
る。



評価項目７ 　学校独自の特色ある教育活動

校区外部評価委員
による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価

についての
教職員の意見

校長の
態度表明

①

Ａ  8
Ｂ  9
Ｃ  0
D  0

戸越台ホームとの交
流活動を定期的に設
定している。

・生徒にとってはいたわりの心、ホームの人にとって
は若い人との交流で生きがいを感じることで大変良
い事だと感じます。
・よくできている。
・戸越台ホームとの関わりは全国的にみても特筆す
べきところです心からの交流を期待しています。

・市民科の授業や諸行事を通じ
て定期的に交流を行うことで「や
さしい心」が少しずつ深まってい
るので今後も継続していきたい
と思います。
・特養ホームのボランティアとし
て夏休みに53名、冬休みに40名
が参加した。また、市民科の授
業や諸行事（七夕、作品展等）
においても交流を行い、心の教
育につながっているため今後も
続けていきたい。

本校の特色ある教育活動で
あり、課題と成果を吟味しな
がら、今後も工夫改善しなが
ら引き続き実践を行ってい
く。

②

Ａ 10
Ｂ  7
Ｃ  0
D  0

・市民科、ステップアッ
プ
学習、学校行事等にお
いて、主に体験を通した
学習を行った。

・何か生涯の仕事以外の趣味を持てるようなことは
大事なことです。
・日本の伝統と文化に親しむことができれば日本人
としての誇りを持つことができ更にグローバルな見
方考え方を持つ人に育つと思います。
・小学校で行ってきた伝統文化に親しむ教育を引き
続き中学校でも行ってほしい。

・市民科以外の各教科での取り
組みにはＧＴを招いたり講習会
を行ったりしている。
・七夕交流会を実施・各教科（家
庭科、音楽、英語、社会）市民科
で伝統文化に触れた。
・小学校と連絡を取り合い伝統
文化について実施した内容を確
認するとともにより深いものにし
たい。

これまでも、本校の特色ある
教育活動の一つの柱である
が、「オリンピック・パラリン
ピック教育推進校」として、
国際理解の対局としての日
本の伝統・文化・歴史の学
習として位置づけて、次年度
以降も指導していく必要が
ある。

③

Ａ  3
Ｂ 11
Ｃ  3
D  0

・まだ意識が低いよう
に思う。

・体力のある人がやることを障害者でもやれること
が希望につながると感じます。
・今年のリオオリンピック・パラリンピックが終わると
東京五輪に興味関心が出て、徐々に盛り上がると
思う。
・「もう一つのオリンピック」として更なる発展を続け
ているパラリンピックについてより多くの興味を持っ
てもらいたい。パラリンピックを開催することで暮らし
やすい社会をつくることに役立っていることやたくさ
んの感動・勇気を貰えることなど映像を利用して関
心を高めてほしいです。

・スポーツトライアルとサッカー
のテクニカルアドバイザーを導
入したことにより意識を少しでも
上げることができた。
・外部講師を招いて講演会を
行ったり、関連図書の購入を積
極的に行ったり、オリンピック・パ
ラリンピック教育を推進していき
たい。
・立志式での【車いすテニス」の
方を招いて講演会・オリパラの
予算を部活に配当。
・来年度は副教材を使用しなが
ら計画的に進めていきたい。

単純にスポーツ教育に走る
だけではなく、イベントに頼
るだけではなく、図書館の購
入図書の選定や陳列、給食
のメニューでの一工夫、修
学旅行などでの関連づけな
ど、これまでの教育活動の
延長線上、身近なところでの
工夫改善も必要である。

自己評価： A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

その他　お気付きの点を自由にお書きください。

・戸越台ホームとの合築という特殊性を生かしながら、全教育活動でふれあい教育を推進する。また「立志式」など特色ある行事や市民科、各教科の授業
の中で、日本の伝統や文化を大切にした教育を実施し、「礼儀・思いやり・責任感を重んじ、品格ある行動がとれる生徒」の育成を目指す。
・オリンピック・パラリンピック教育推進校として、教育活動全般を通してオリンピック・パラリンピックに関連した事項を取り上げ理解を深める。

①戸越台ホームとの交流活動の一環として、１年間を見通して生徒全員を対象としたボランティア活動の推進を実施する。高齢化社会の中での高齢者に対
する接し方、福祉活動への協力、社会の課題の認識等を体得させる。また幼稚園との交流活動を通して思いやりの心を育てる。
②日本の伝統と文化に慣れ親しみ理解を深めるため、七夕での交流や箏の授業を取り入れる
③保健体育や他の教科の授業、体育的行事、市民科を通して、オリンピック・パラリンピックに関する取り組みを実施する。

本校の基本的
な考え方

自己評価 学校から

日本の伝統と
文化に親しむ
教育を意識し
て指導した
か。

オリンピック・
パラリンピッ
ク教育推進
校として、生
徒の興味・関
心を高める取
り組みができ
たか。

ふれあい教
育の充実に
努めたか。

・子ども達のあいさつがよくなってきているので、教員の方の挨拶を徹底していきたい。（学校）
（委員）
・授業のほかに学校生活の中での諸活動に先生方が十分に配慮されていることを感じます。ただ種々な行事の項目を増やしていくと対応しきれなくなるのではと思
います。重点項目を決めなるべく簡素化していくことも必要かと思います
・特色ある教育活動としてパラリンピックをテーマに時間をかけて（1年間）いろいろな角度から深くつき進めていくという教育活動を実行するというのはいかがでしょう
か。伝統文化としての百人一首を小学生も交えてやってみたらどうなることか興味深いです。

評価指標
（取組指標）


